
「高校生と、かつて高校生だった人のための読書案内」より

松平春嶽で明治維新と近代日本を問い直す
鵜沼聖人― 編集者

　本年2018年は、明治維新から150年の節目にあたる。またNHKの大河ドラマの「西郷

どん」が人気を博していることもあり、幕末維新に注目が集まっているが、この『天翔

ける』も幕末維新を舞台にした歴史小説だ。

　主人公は福井藩主の「松平春嶽」。春嶽といっても、その功績を直ちに思い浮かべら

れる方は少ないだろう。春嶽は、島津斉彬、山内容堂、伊達宗城と並び「幕末の四賢

侯」と呼ばれた一人であり、春嶽が三顧の礼をもって熊本藩から招聘、重用した横井小

楠は、幕末において早くから現実的な開国論を説き、東洋の哲学と西洋の科学文明の融

合を唱え、近代日本の歩むべき道を構想した。小楠が作成した「国是七条」は、坂本龍

馬の「船中八策」や明治政府の基本方針「五箇条の御誓文」にも影響を与えるなど、い

わば春嶽は小楠とともに近代日本設計の「陰の指南役」だった。

　著者は、この春嶽を軸に幕末史を読み替えることによって、最後の将軍となった徳川

慶喜が大政奉還をしたのに、なぜ明治政府は悲惨な戊辰戦争を起こしたのか、最後まで

攘夷に固執した長州藩が、なぜ一貫して開国路線を突き進む薩摩藩と手を結び、明治政

府で要職を占めたのか、また徳川幕府に終止符を打った徳川慶喜の真の想いはどのよう

なものであったかなど、これらの不可解な謎に説得力のある回答を示している。

　春嶽は徳川御三卿の田安家に生まれ、1838（天保9年）に福井藩の養嗣となり、わず

か11歳で藩主となる。幼い頃から明晰だった春嶽は、大名としての心得を徳川御三家の

水戸藩徳川斉昭に学び、薩摩藩の島津斉彬らと交流して国際情勢の知見も得、育ちの良

さから人情味溢れた開明的大名に成長していく。やがてペリーが来航し、国内は攘夷か

開国かで激しく揺れる。春嶽は島津斉彬や土佐の山内容堂らと連携し、西洋から新進の

軍備や産業を学びながらも、日本伝統の倫理も重んじる新たな国を作るため、挙国一致

で国難にあたる体制を作ろうとする。そのためには第14代将軍には徳川慶喜をと推した

てるが、己の権力強化を目論む大老の井伊直弼が立ちはだかる・・。

　その後、安政の大獄を経て、優柔不断で小才子の徳川慶喜、島津斉彬ほどの見識を持

たない島津久光、私欲のため権謀をめぐらす長州などと激しくぶつかり合う。

　春嶽・小楠は、政治家は高い倫理観を持って民のために働き、経済活動で内外と競う

にも倫理に根ざす必要があるとする道義国家を作るべきと考えた。だがこうして「公」

『天翔ける（あまかける）』　葉室麟／角川書店／2017年

に尽くそうとした春嶽は、「私」に走る者たちに政治の中枢から追われ、小楠はある日

の午後、何の前ぶれもなく突然に暗殺されることになる。

　西郷隆盛や勝海舟そして坂本龍馬など、幕末の英傑たちは挙って春嶽・小楠の思想的

な影響を受けた。しかし残念なことに、松平春嶽・横井小楠の名は日本史の教科書にあ

まり取り上げられず、幕末もののドラマで登場することもほとんどない。

　著者は、50代半ばにして記者から作家に転じた。

　2017年の12月に66歳で亡くなったが、その間、約60冊に及ぶ時代小説（歴史小説）

を書き上げて来た。あるインタビューで、「明治維新の総括が必要だ」と語っていたよ

うだが、作家「葉室麟」の遺作とも呼べるこの『天翔ける』で、近代日本を誘った150年

前の明治維新を、もう一度問い直してみてはどうだろう。　
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